
配水管管網計算及び詳細設計業務委託

特記仕様書

第１章 総則

１．適用範囲

  本特記仕様書は、佐賀東部水道企業団水道事業の「佐賀市川副町自衛隊施設建設に伴う配

水管管網計算及び詳細設計業務委託」に適用する。

２．業務目的

  本業務は、防衛省九州防衛局より申込みがあった佐賀市川副町大字犬井道地内の佐賀空港

に隣接する自衛隊施設へ給水するための配水管管網計算(水理計算)及び詳細設計業務委託で
ある。

３．履行期間

  本業務の履行期間は、契約日から令和 6年 12月 27日までとする。
 なお、管網計算については令和 6年 5月 31日までに、また、配水管詳細設計の１工区につ
いては令和 6年 5月 31日までに、２工区については令和 6年 7月 31日までに完了し、成
果品を提出すること。

４．会社要件

受託者は、佐賀県内又は福岡県内に契約権限のある事務所を有すること。

５．配置技術者

１）管理技術者

   管理技術者は、技術士（上下水道部門－上水道及び工業用水道）または技術士（総合技

術監理部門－上水道及び工業用水道部門）の資格を有する者とし、業務全般にわたり技術

的監理を行わなければならない。

２）照査技術者

   照査技術者は、技術士（上下水道部門－上水道及び工業用水道）または RCCM（上水
道及び工業用水道部門）の資格を有する者とし、照査計画に基づき業務の区切りごとに照

査を行わなければならない。



３）担当技術者

   担当技術者は、技術士（上下水道部門－上水道及び工業用水道）または RCCM（上水
道及び工業用水道部門）の資格を有する者とする。

注）上記１）２）３）は、九州地区内の事業所に常勤しているものでなければならない。

また、管理技術者、照査技術者、担当技術者は兼務することはできない。

６．審査

  受託者は、業務完了の際には当企業団の審査を受け、不適切、不十分な箇所を指摘された

場合は、直ちに適切な措置を講じ修正に応じなければならない。

  審査の後に本仕様書に示す成果品一式を納入し、当企業団検査員による検査の合格をもっ

て成果品の引渡しとする。

第２章 業務一般

１．業務概要

１）配水管管網計算

  自衛隊施設へ給水するための配水管管網計算を行い、最適な新設配水管の分岐ヶ所、

口径及びルートを決定する。

（１） 基本方針の確認

① 現況の把握・資料収集

 配水ブロック単位の管網状況（管種、口径、延長等）、需要分布等の資料を収集し、把

握する。

 配水管整備に伴う道路概況（占有許可者、地下埋設物の状況、河川・軌道等の横断等）

を把握する。

② 管網解析の基本事項

 現況及び将来計画の管網解析を行うため、令和元年度に実施した、『送水管水理計算・

管路更新計画とりまとめ業務委託』の結果を踏まえ、検討を行うこと。

③ 管網計算のケース設定

 現状管網解析、将来計画管網解析共に、時間最大時及び消火栓使用時について解析を

行うこと。

（２） 現況管網解析

① データ作成及び入力

-1.管網図作成
 管網図は、配水ブロック毎に管網計算排出データの節点番号、管路番号（管種、管径・

延長を含む）、節点データの必要とする管路を明記する。

-2.節点水量配分・管路条件作成



 配水ブロック単位の水量配分及び各節点における計画給水人口、時間最大時配水量、

消火栓開栓時配水量を配分すると共に消火水量吐出し地点を選定する。

 管路口径、節点区間延長、摩擦損失係数等の管路に係るデータを作成する。

-3.データ入力
 作成したデータシートを基に、電算機に管網計算データを入力する。

② 管網計算

-1.時間最大時計算
 電算機により現況配管による時間最大時の管網計算を行う。

-2消火栓開栓時の計算
   ・電算機により現況配管による消火栓開栓時の管網計算を行う。

-3管網計算の整理
 時間最大時及び消火栓開栓時の管網計算結果から、現況管網における水圧、流速、動

水勾配及び現状の管網形態等について整理する。

-4管網計算成果図の作成
 得られた管網計算結果を基に、現状管網の状況を反映した管網計算成果図を作成する。

（３） 将来計画管網解析

① データ作成及び入力

-1.管網図修正
 現況管網図からの今回建設する自衛隊施設への管路を追加、修正した計画管網図を作

成する。

-2.節点水量配分・管路条件作成
 計画管網図に対応した配水ブロック単位の水量配分及び各節点における計画給水人

口、時間最大時配水量、消火栓開栓時配水量を配分すると共に消火水量吐出し地点を

選定する。

 配管口径、節点区間延長、摩擦損失係数等の管路に係るデータを作成する。

-3.データ入力
 作成したデータシートを基に、電算機に管網計算データを入力する。

② 管網計算

-1.時間最大時計算
 電算機により計画管路による時間最大時の管網計算を行う。

-2.消火栓使用時の計算
・電算機により計画管路による消火栓開栓時の管網計算を行う。

-3.管網計算の整理
 時間最大時及び消火栓開栓時の管網計算結果から、計画管網における水圧、流速、動

水勾配及び現状の管網形態等について整理する。

-4.管網計算成果図の作成
 得られた管網計算結果を基に、自衛隊施設への新設配水管の分岐ヶ所、口径及びルー

トを決定し、将来計画の管網計算成果図を作成する。



２）配水管詳細設計

 配水管管網計算の結果をもとに、配水管の詳細設計を行う。

（１）委託業務内容

    ①配水管布設工事詳細設計

   φ200～φ150 GX-DIP ΣL=8,000m 
    現地調査、各種図面作成、数量計算書作成

    計画案件数：4件
  ②小口径推進工事詳細設計-1 

L=30m×9ヶ所（国県道交差点、水路横断部等）
  ③小口径推進工事詳細設計-2 

L=10m×4ヶ所（国県道横断、水路横断部等の代表ヶ所）
  ④減圧弁設置工事詳細設計

1ヶ所（送水管分岐ヶ所に設置、場内整備工事を含む）
  ⑤護岸工事詳細設計

   片側：32ｍ（減圧弁設置ヶ所）
  ⑥測量

   平面：S=0.11km2、横断：L=0.03km（減圧弁設置ヶ所）
  ※委託業務内容については、配水管管網計算の結果により変更となることがある。

（２）報告書のまとめ

  ①工事案件

   ・4工区に分割する。
  ②内容

   ・各種設計図（公図等含む）

   ・数量計算書

   ・工法比較検討書

   ・その他監督員が指示する資料

３）土質調査

（１）委託業務内容

  ①機械ボーリング（オールコアボーリング）

   φ66mm 深度 20ｍ×1ヶ所（コア箱含む）
  ②標準貫入試験

1.0ｍ/ヶ所 計 20回
  ③現場透水試験（ケーシング法）

GL-20ｍ以内
  ④土質試験（物理試験）

   密度、粒度、含水比、液性限界、塑性限界（各 1回）



（２）報告書のまとめ

２．打合せ

 打合せは下記を標準とし、中間打合せは業務の進捗状況や監督職員の要請に応じて適宜行う。

  ①業務着手時

  ②中間打合せ

  ③成果品納入時

 なお、業務着手時、成果品納入時及び主要な打合せには、管理技術者が必ず出席するものと

する。

３．成果品

 成果品については、以下のとおりとする。

  ・報告書（Ａ４版）３部（ドッチファイル）

   ※報告書については、概要版を添付すること。

  ・上記成果品に加え、電子データを納入する。

  ・電子データは電子媒体で部提出するものとし、電子媒体は原則として ISO9660 フォー
マット（レベル１）の CD-Rを使用し、ウイルス対策を実施する。

  ・ボーリングコア箱

４．参考図書等

 本業務は、以下の図書に準拠して行うものとする。

公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会

    設計等業務委託積算歩掛（水道）平成 30年度改訂版

国土交通省 大臣官房技術調査課

    設計業務等標準積算基準書 令和 5年度版

  日本簡易水道協議会

    水道事業実務必携 令和 5年度
以上


